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１ 対象政策

財団法人三重県環境保全事業団が国庫補助（廃棄物処理施設整備費国庫補助金）を受
けて実施する産業廃棄物処理施設の整備事業について評価の対象とする。

２ 概 要

廃棄物処理センターの事業主体が実施する産業廃棄物処理施設の整備事業について、
事業の必要性、効率性及び有効性の観点から評価を行う。

ただし、事業の効率性については、事業主体が事業に関して実施した費用対効果分析
の結果を踏まえ、評価を行うものとする。

○評価の観点
・必要性

現時点において施設の整備を必要とする理由、背景
・効率性

施設の整備及び運営に要する費用の妥当性（施設の整備及び運営に要する費用と
事業を実施しなかった場合に必要となる費用との比較）

・有効性
施設の整備により期待される効果

○費用対効果分析
産業廃棄物処理施設の整備事業について、施設の整備及び運営に要する経費を投資

額（Cost）、整備の結果得られる効果を便益（Benefit）として、両者を貨幣化した上
で、 投資額に対してその効果がどの程度発現するかを定量的に比較分析を行う。
・分析の対象期間

施設の整備期間及び運営期間（施設の耐用年数等を考慮して設定）の合計
・投資額（費用）計測

施設の整備費用及び運営費用（施設の運用に係る電気・水道等料金、人件費、消
耗品費、補修費等）の対象期間中の累計

・総便益（効果）の計測
事業を実施しなかった場合に必要となる費用の対象期間中の累計

３ 評価内容

別紙様式２「廃棄物処理施設整備に対する国庫補助事業に関する事前評価（産業廃棄
物処理施設モデル的整備事業）」のとおり



廃棄物処理施設整備に対する国庫補助事業に関する事前評価結果
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便益(Ｂ) 費用 その他

事 業 名 工 期 (Ｃ) Ｂ／Ｃ の指標 評 価

事業主体 総便益(億円) 便益の主な根拠 (億円)

産業廃棄物処理施設モデル的 21-25 270.6 適正処理に関する 228.6 1.184 － ・必要性：三重県内における管理型産業廃棄物最

整備事業 効果 終処分場の不足

財団法人三重県環境保全事業 不適正処理（不法 ・効率性：投資（費用）に対して総便益が超過

団 投棄）の防止効果 ・有効性：産業廃棄物の処理体制の確保

公共用水域の水質

保全効果



産業廃棄物処理施設モデル的整備事業に係る費用対効果分析について 

財団法人三重県環境保全事業団 

 費用対効果分析は、財団法人三重県環境保全事業団（以下「事業団」という。）が実施する産業廃

棄物処理施設モデル的整備事業（管理型最終処分場を整備）（以下「本事業」という。）の効果を明確

にし、事業の信頼性・透明性を高めるとともに、費用投資の妥当性について検証することを目的として

行うものである。 

１ 事業の概要 

（1）事業の目的 

 産業廃棄物の最終処分場については、不適正処理に対する地域住民の不安感及び不信感等から整備が

困難となっており、三重県では残余容量が逼迫している状況にある。特に、北勢地域では、中小企業を

含め製造業の集積度が高く産業廃棄物の発生量が多いにもかかわらず、唯一稼動しているのは事業団が

運営している三田最終処分場のみであり、この処分場は平成 23 年度に埋立終了予定であることから、

企業活動への影響が懸念される。そこで、県内企業から排出される汚泥、廃プラスチック類及びガラス

くず等を埋立処分するための管理型最終処分場（仮称：新小山最終処分場）を事業団が整備するもので

る。 

（2）埋立廃棄物の種類及び埋立期間等 

 種類： 
区分 種類 

産業廃棄物 

汚泥、廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む）、ガラスくず（石綿

含有産業廃棄物を含む）、鉱さい、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む）、

燃え殻、ばいじん、ゴムくず、金属くず、動植物性残さ、木くず、紙くず、

繊維くず、令１３号廃棄物 
 埋立廃棄物量： 

 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

埋立廃棄物量(m3) 78,000 77,400 76,800 76,200 75,700 75,300 74,800 74,400

 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度

74,000 73,600 59,900 59,600 59,300 59,000 58,700 51,700

40年度 41年度 42年度 43年度 44年度 45年度 合計 
51,400 51,100 50,900 50,600 50,400 15,800 1,374,600

 埋立期間： 22年間（平成24～45年度） 
 埋立容量： 1,683,500m3（うち、覆土分308,900m3） 



２ 分析の前提条件 

（1）対象期間 

 施設建設期間（平成21～25年度）、埋立期間（平成24～45年度）及び埋立後維持管理期間（平成46～
55年度）の計35年間とする。 

（2）基準年度 

 平成21年度 

（3）割引率 

 4% 

３ 費用の計測 

 本事業に要する費用は、建設費及び管理費である。 

（1）建設費 

 本処分場の建設費（設計調査費等の準備費及び用地費等を含む。）は、下表のとおりである。 
 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 合計 

建設費（千円） 3,615,639 2,916,234 5,259,066 465,908 2,548,403 14,805,250
   ※ 準備費等の過年度分に発生した費用は平成21年度に計上。 

（2）管理費 

 管理費は、維持管理費（埋立処分作業費、浸出水処理施設運転管理費、環境モニタリング費、補修費

及び人件費等）、埋立期中工事費及び埋立後維持管理費で構成され、下表のとおりである。 
 金額 

維持管理費（千円/年） 544,591
埋立期中工事費（千円/年） 105,937
埋立後維持管理費（千円/年） 93,000

４ 便益の計測 

 本事業による便益として、適正処理に関する効果、不適正処理（不法投棄）の防止効果、公共用水域

の水質保全効果を計測する。 

（1）適正処理に関する効果 

 産業廃棄物最終処分場については、産業廃棄物の不適正な処理が一部で行われ、産業廃棄物処理に対

する地域住民の不信感が増大していること等から、民間事業者による整備が困難となっている。本処分

場が設置されなかった場合、県内の排出事業者は、排出者責任に基づき県内外の民間事業者に委託する



必要がある。よって、本処分場を建設して適正処理することにより、民間県内外の処分場への処理委託

費用がかからなくなるため、その費用を効果として便益に計上するものとする。 
 処理委託費用は、既往実績より 30 千円/m3 と設定される。 

（2）不適正処理（不法投棄）の防止効果 

 本処分場を設置しない場合、産業廃棄物最終処分場の残余容量の逼迫状態が続くことにより、廃棄物

の適正処理の流れが滞ることになり、排出事業者のモラルが下がる恐れがある。よって、ここでは不法

投棄の防止効果を見込むものとする。不法投棄の防止効果の貨幣化は、本処分場の供用期間中に発生す

ると予測される不法投棄量を代執行により全量処理するとした場合の費用を算出することによって行

う。 
 三重県における産業廃棄物排出量（平成 26 年度予測値）、不法投棄量比率は、三重県が公表している

調査報告書等より 4,521 千 t/年、0.01%と設定され、予測される不法投棄量は次のとおり算出される。 
  0.01%×4,521 千 t＝452t/年 
 代執行に係る処理単価は、既往事例より 65 千円/t と設定されることから、不適正処理（不法投棄）の

防止効果は次のとおり算出される。 
  65 千円/t×452t/年＝29,380 千円/年 

（3）公共用水域の水質保全効果 

 本処分場では、浸出水を脱窒工程、活性炭吸着工程及び有害重金属除去工程等により高度処理し、管

理目標値に適合する水質の処理水を河川に放流する計画である。公共用水域の水質保全効果として高度

処理に係る費用を見込むものとし、下表のとおり整理される。 
 金額 備考 
施設建設費（高度処理分）（千円/年） 13,181 施設建設費290,000千円、埋立期間22年 
維持管理費（高度処理分）（千円/年） 14,500 施設建設費（高度処理分）の5％ 
高度処理に係る費用（千円/年） 27,681  

５ 分析の結果 

 費用対効果分析に関するデータ及びグラフは次ページのとおりであり、下表の結果が得られる。 
費用便益比が 1 を超過する年度 平成 35 年度 
費用便益比が 1 を超過するまでの年数 15 年目 
費用便益比が 1 を超過した年度の費用便益比 1.007 
最終年度の費用便益比 1.184 

 



割引率 r 4%

埋立廃棄物量 (m
3
) 1,374,600

建設費 14,805,250

　H21 3,615,639

　H22 2,916,234

　H23 5,259,066

　H24 465,908

　H25 2,548,403

管理費 15,241,616

　維持管理費 11,981,002 ＝年あたり費用(544,591千円/年)×埋立期間(22年)

　埋立期中工事費 2,330,614 ＝年あたり費用(105,937千円/年)×埋立期間(22年)

　埋立後維持管理費 930,000 ＝年あたり費用(93,000千円/年)×埋立後維持管理期間(10年)

適正処理に関する効果 41,238,000 ＝処理委託費用(30千円/m
3
)×埋立廃棄物量(1,374,600m

3
)

不適正処理（不法投棄）の防止効果 646,360 ＝年あたり便益(29,380千円/年)×埋立期間(22年)

公共用水域の水質保全効果 608,982 ＝年あたり便益(27,681千円/年)×埋立期間(22年)

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1.000 1.040 1.082 1.125 1.170 1.217 1.265 1.316 1.369 1.423 1.480 1.539 1.601 1.665 1.732 1.801 1.873 1.948 2.026 2.107

78,000 77,400 76,800 76,200 75,700 75,300 74,800 74,400 74,000 73,600 59,900 59,600 59,300 59,000 58,700 51,700 51,400

施設建設 埋立

建設費 3,615,639 2,916,234 5,259,066 465,908 2,548,403

管理費 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528

　維持管理費 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591

埋立廃棄物量 (m
3
/年)
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(千円)
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年 j

換算係数 (1+r)^(j-1)
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経過年数

費用累計 便益累計 費用便益比

　埋立期中工事費 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937

　埋立後維持管理費

費用合計 3,615,639 2,916,234 5,259,066 1,116,436 3,198,931 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528

費用現在価値 3,615,639 2,804,071 4,862,302 992,508 2,734,460 534,687 514,122 494,348 475,334 457,052 439,473 422,571 406,318 390,690 375,664 361,215 347,322 333,964 321,119 308,768

費用累計 3,615,639 6,419,710 11,282,012 12,274,520 15,008,980 15,543,667 16,057,789 16,552,137 17,027,471 17,484,523 17,923,996 18,346,567 18,752,885 19,143,575 19,519,239 19,880,454 20,227,776 20,561,740 20,882,859 21,191,627

適正処理に関する効果 2,340,000 2,322,000 2,304,000 2,286,000 2,271,000 2,259,000 2,244,000 2,232,000 2,220,000 2,208,000 1,797,000 1,788,000 1,779,000 1,770,000 1,761,000 1,551,000 1,542,000

不適正処理（不法投棄）の防止効果 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380

公共用水域の水質保全効果 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681

便益合計 2,397,061 2,379,061 2,361,061 2,343,061 2,328,061 2,316,061 2,301,061 2,289,061 2,277,061 2,265,061 1,854,061 1,845,061 1,836,061 1,827,061 1,818,061 1,608,061 1,599,061

便益現在価値 2,130,979 2,033,631 1,940,620 1,851,755 1,769,135 1,692,323 1,616,695 1,546,408 1,479,135 1,414,750 1,113,501 1,065,477 1,019,499 975,483 933,344 793,784 758,982

便益累計 2,130,979 4,164,610 6,105,230 7,956,985 9,726,120 11,418,443 13,035,138 14,581,546 16,060,681 17,475,431 18,588,932 19,654,409 20,673,908 21,649,391 22,582,735 23,376,519 24,135,501

費用便益比 0.000 0.000 0.000 0.174 0.277 0.393 0.496 0.588 0.671 0.746 0.814 0.875 0.932 0.971 1.007 1.040 1.070 1.098 1.119 1.139

Ｈ41 Ｈ42 Ｈ43 Ｈ44 Ｈ45 Ｈ46 Ｈ47 Ｈ48 Ｈ49 Ｈ50 Ｈ51 Ｈ52 Ｈ53 Ｈ54 Ｈ55 合計

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 ―

2.191 2.279 2.370 2.465 2.563 2.666 2.772 2.883 2.999 3.119 3.243 3.373 3.508 3.648 3.794 ―

51,100 50,900 50,600 50,400 15,800 1,374,600

埋立後維持管理 ―

建設費 14,805,250

管理費 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 15,241,616

　維持管理費 544,591 544,591 544,591 544,591 544,591 11,981,002

　埋立期中工事費 105,937 105,937 105,937 105,937 105,937 2,330,614

　埋立後維持管理費 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 930,000

費用合計 650,528 650,528 650,528 650,528 650,528 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 30,046,866

費用現在価値 296,892 285,474 274,494 263,936 253,785 34,886 33,544 32,254 31,013 29,821 28,674 27,571 26,510 25,491 24,510 22,860,482

費用累計 21,488,519 21,773,993 22,048,487 22,312,423 22,566,208 22,601,094 22,634,638 22,666,892 22,697,905 22,727,726 22,756,400 22,783,971 22,810,481 22,835,972 22,860,482 ―

適正処理に関する効果 1,533,000 1,527,000 1,518,000 1,512,000 474,000 41,238,000

不適正処理（不法投棄）の防止効果 29,380 29,380 29,380 29,380 29,380 646,360

公共用水域の水質保全効果 27,681 27,681 27,681 27,681 27,681 608,982

便益合計 1,590,061 1,584,061 1,575,061 1,569,061 531,061 42,493,342

便益現在価値 725 683 695 139 664 605 636 609 207 178 27 064 715
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年度

年 j

換算係数 (1+r)^(j-1)

埋立廃棄物量 (m3/年)

費用
(千円)

整備計画
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